
 

            

              

 

 

 

 

 

 

家で過ごす事が多い季節になり暖房器具も使用する機会が増えます。より安全に配慮された製

品も多いですが、目を離した時に予期せぬ事故は起きやすいものです。予防のために普段から生

活の中で気をつけることが大切です。今月は「こどものやけど」についてお伝えします。 
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～身の回りで起こるやけどと予防策～ 

電気ケトルやポットは倒れても

中身がこぼれない製品を選ぶ。

コードも含めこどもの手の届か

ない場所に設置。 

蒸気に触れてやけどをすることがあ

るので、キッチンのレイアウトを見

直し、こどもの手の届かない位置に

設置。 

手が届かないよう安

全柵などで囲む。 

アイロンやヘアアイロンを使用する際はこ

どもを近づけない。使用後はコードを含め

て、こどもの手の届かないところに置き、

なるべく早く片付ける。 

高温の飲み物や汁物をテーブ

ルに置くときは届かない位置

に置き、またこどもを抱っこし

たまま扱わない。ランチョンマ

ット等は使わない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～応急処置と受診の目安～ 


